





















Recognition of Life Support Workers to Communicate 
















があると想定されている。なお、白関症については、米国精神医学会 (AmericanPsychiatric Asociation : 



















































































第2呂|子は、 f言語理解の程度を踏まえて話をすることJr短い言葉(単語~3 語文位)で話をすること j
f発語の程度を踏まえて話をすることJと、主として言語理解や発語の程度に配慮する内容であるため
語的配慮」と名づけた。





協子別の平均値(標準偏差)は第l因子「受容的配慮J3.99 (. 551)、第2因子「言語的配庖J4.17(. 660)、







1.具体的に話をすること 3.94 .932 
2.指さしで示すこと 4.07 .842 
3.何かを伝えようとしているときに口をはさまないこと 4.02 .874 
4.気持ちをくみ攻ること 4.50 .644 
5.ゆっくり5首をすること 4.05 .796 
6.文字に書いて示すこと 3.80 .913 
7.絵(写真)カードで示すこと 3.69 1.048 
8.何かを伝えようとしているときに急がせないこと 4.14 .753 
9.雷語理解の程度を踏まえて話をすること 4.37 .724 
10. (単語~3 語文位)で話をすること 4.19 .755 
11.表情で気持ちを伝えること 3.67 1.012 
12.何かを伝えようとしているときに最後まで聞くこと 4.20 .730 
13.身振りで示すこと 3.96 .811 
14.手をヲiいて示すこと 3.53 .946 
15.ポイントを絞って話すこと 4.03 .809 
16. 1可かを伝えようとしているときに先回りしないこと 3.71 .889 
17.話をしやすい雰囲気をつくること 3.81 .982 
18.同 を2~ 31国繰り返すこと 3.65 .890 
19.相手の答えとして出てくるヒントをだすこと 3.44 .901 





17.話をしやすい雰囲気をつくること .760 .020 .071 
12.何かを伝えようとしているときに最後まで開くこと .627 .038 .059 
8.何かを伝えようとしているときに急がせないこと .616 .131 一.205
16.何かを伝えようとしているときに先田りしないこと .573 .060 .082 
3.何かを伝えようとしているときに日をはさまないこと .554 .099 .017 
5.ゆっくり話をすること .550 .173 .144 
15.ポイントを絞って話すこと .450 .335 .065 
19.相手の答えとして出てくるヒントをだすこと .435 .044 .301 
4.気持ちをくみ被ること .425 .127 .071 
第2因子 f言語的配慮j
9.雷諾理解の程度を踏まえて話をすること .218 .868 一.098
10. (単語~3 語文位)で話をすること .077 .644 .113 
20.発語の程度を踏まえて話をすること .316 .439 .090 
第3因子 f動作的配慮」
14. を51いて示すこと 一.026 .098 .728 
18.同 を 2~3 田繰り返すこと .363 一.314 .570 
13.身振りで示すこと .007 .160 .559 
2.指さしで示すこと 一.274 .363 .421 
第4因子「視覚的配慮J
7.絵(写真)カードで示すこと .117 .027 .153 
6.文字に書いて示すこと .045 .029 .073 
表3 各国子の下位尺度に稽当する環器の平均値の椙関
国 第l因子
第l悶子 f受容的配慮」 1. 000 
第2因子 f言語的配躍tJ .588 
第3因子 f動作的配車j .494 
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